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「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

冒
頭
、
榛
葉
会
長
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
鉄
道
輸
送
は
大

変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
さ

ら
に
、
経
営
悪
化
の
中
で
今
後
、

地
域
公
共
交
通
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
同

様
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
点
に

つ
い
て
要
請
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
荻
山
市

朗
会
長
が
説
明
を
行
い
、
「
新

幹
線
の
利
用
は
よ
う
や
く
６
割

〜
７
割
程
度
に
戻
っ
て
き
た
と

い
う
レ
ベ
ル
。
Ｊ
Ｒ
は
体
力
が

あ
る
と
み
ら
れ
が
ち
だ
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
打
撃
で
各
社
の

経
営
体
力
は
大
き
く
毀
損
。
収

入
減
少
や
将
来
不
安
か
ら
離
職

も
増
加
し
て
い
る
。
本
格
回
復

ま
で
長
期
戦
を
覚
悟
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
年
明
け
か
ら
の
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
再
開
の
話
も
出

て
い
る
が
、
短
期
的
で
は
な
く

複
数
年
に
わ
た
る
息
の
長
い
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

構
築
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
上

下
分
離
は
Ｊ
Ｒ
は
対
象
外
と
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
含
め
地

域
と
の
連
携
し
た
役
割
分
担
の

検
討
を
す
べ
き
」
と
伝
え
た
。

　

小
川
事
務
局
長
も
「
地
域
公

共
交
通
は
ど
こ
も
傷
ん
で
お
り
、

こ
れ
を
機
に
す
べ
て
独
立
採
算

と
い
う
哲
学
を
変
え
、
予
算
規

模
も
含
め
て
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
」と
訴

え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
斉
藤
国
交
大

臣
は
、
「
公
共
交
通
の
利
用
促

進
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
ま
ず

は
各
事
業
者
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
っ
て
運
営
し
て
い
る
こ
と

の
徹
底
周
知
に
努
め
る
。
ま

た
、
支
援
策
に
つ
い
て
、
臨
時

国
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
案

で
は
公
共
交
通
分
野
に
２
８
５

億
円
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
通

常
国
会
提
出
の
予
算
と
合
わ
せ

て
16
ヶ
月
予
算
と
い
う
こ
と
で

利
用
促
進
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
地
方
路
線
の
維
持
に
つ
い

て
、
本
年
夏
に
い
わ
ゆ
る
23
道

県
知
事
か
ら
の
要
望
も
受
け
て

お
り
、
不
安
視
さ
れ
て
い
る
と

の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
鉄
道

路
線
の
存
廃
に
つ
い
て
、
国
交

省
と
し
て
は
、
規
制
強
化
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
地
域
で
議
論
し
、
合

意
形
成
を
図
っ
た
う
え
で
判
断

す
る
と
い
う
Ｊ
Ｒ
連
合
の
考
え

に
賛
同
す
る
」
と
理
解
が
示
さ

れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
う
し
た
賛
同

も
得
て
、
第
78
回
国
会
議
員
懇

談
会
で
も
提
起
し
た
、
「
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
つ
く

る
Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
提
言
」
の
と

り
ま
と
め
に
臨
ん
で
い
く
。

１
月
20
日
の
衆
議
院
代
表
質
問

で
は
、
国
民
民
主
党
の
代
表
と

し
て
玉
木
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

「
地
方
の
バ
ス
、
鉄
道
事
業
な

ど
も
瀕
死
の
状
態
。こ
う
し
た

公
共
交
通
機
関
の
利
用
そ
の
も

の
が
感
染
拡
大
に
繋
が
っ
た
と

い
う
科
学
的
な
証
拠
は
あ
る
の

か
。
今
の
ま
ま
で
は
地
域
の
バ

ス
路
線
な
ど
は
持
た
な
い
」
旨

を
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
岸
田
総
理
は

「
適
切
な
感
染
対
策
が
な
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
集
団
感
染

が
起
こ
り
得
る
」と
述
べ
、
そ

の
た
め「
各
業
界
団
体
の
業
種

別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る

こ
と
が
重
要
」と
の
認
識
を
示

し
た
。
さ
ら
に
は
、「
公
共
交

通
機
関
の
感
染
防
止
対
策
や
運

行
維
持
に
対
す
る
支
援
、
資
金

繰
り
支
援
、
他
に
も
雇
用
調
整

助
成
金
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
」

と
答
え
た
。

　
現
在
、
議
員
懇
・
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
榛
葉
会
長
が
国
民
民

主
党
幹
事
長
、
泉
健
太
副
会
長

が
立
憲
民
主
党
代
表
を
務
め
る

ほ
か
、
前
述
の
通
り
小
川
事
務

局
長
が
立
憲
民
主
党
政
調
会

長
、
玉
木
議
員
が
国
民
民
主

党
代
表
で
あ
り
、
重
厚
な
布
陣

と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は

こ
の
間
、
こ
う
し
た
議
員
と
の

連
携
を
強
化
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

苦
境
に
つ
い
て
逐
次
共
有
の
う

え
、
こ
れ
を
国
会
活
動
に
反
映

さ
せ
、
経
営
支
援
の
拡
充
を
求

め
て
き
た
。

　

今
次
国
会
に
お
い
て
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
足
下
の
経
営
支

援
策
を
求
め
て
い
く
が
、
と
り

わ
け
今
回
質
問
に
あ
が
っ
た
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
強
い
課
題
認

識
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
前
述

し
た
「
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
を
つ
く
る
Ｊ
Ｒ
連
合
政
策

提
言
」
が
確
定
次
第
、
関
係
議

員
と
共
有
の
う
え
、
国
会
活
動

へ
の
反
映
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

12
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
国
会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉
賀
津
也

会
長
（
参
・
静
、
国
民
民
主
党
・
幹
事
長
）
、
伴
野
豊
副
会
長

（
衆
・
東
海
比
例
）、
小
川
淳
也
事
務
局
長
（
衆
・
香
川
１
区
、

立
憲
民
主
党
・
政
調
会
長
）
と
と
も
に
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通

大
臣
に
対
し
、
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況
を
説
明
の
う
え
、
Ｊ

Ｒ
産
業
が
危
機
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を

構
築
す
る
た
め
の
支
援
措
置
を
求
め
た
。

鉄道路線の存廃は地域で議論し、合意形成を図ったうえで判断
すべきというJR連合の考えに理解を示した斉藤国交大臣（中央）

　

年
初
よ
り
、
第
６
波
と
な
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
１
月

17
日
に
通
常
国
会
が
開
会
し
た
。

１
月
19
日
と
20
日
に
は
衆
議
院

で
代
表
質
問
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連

合
国
会
議
員
懇
談
会
の
小
川
事

務
局
長
と
21
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
の

玉
木
雄
一
郎
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

質
問
に
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
交
通
へ
の
支
援
を

求
め
た
。

　

ま
ず
、
１
月
19
日
の
衆
議
院

代
表
質
問
で
は
、
立
憲
民
主
党

の
政
調
会
長
と
し
て
小
川
事
務

局
長
が
質

問
に
立
ち
、

離
島
航
路

の
運
賃
問

題
に
絡
め

て
、「
航
路

の
み
な
ら

ず
、
地
域

の
バ
ス
・

鉄
道
、
ひ

い
て
は
空

路
ま
で
、

日
本
の
公

共
交
通
は
基
本
的
に
独
立
採
算

が
求
め
ら
れ
て
き
た
」が
、「
赤
字

に
な
れ
ば
整
理
・
縮
小
・
廃
止
が

論
ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
地
域
の
足

が
奪
わ
れ
る
。
本
当
に
そ
れ
で

良
い
の
か
が
問
わ
れ
る
時
代
に

入
っ
て
い
る
」と
投
げ
か
け
た
。

加
え
て
、
こ
の
独
立
採
算
の
原

則
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
と
し
た

う
え
で
、
「
欧
州
で
は
鉄
道
は

上
下
分
離
が
一
般
的
。
イ
ン
フ

ラ
は
公
共
の
所
有
、
運
行
は
民

間
が
行
い
、
全
体
と
し
て
コ
ス

ト
を
引
き
下
げ
、
低
料
金
で
の

利
活
用
を
実
現
す
る
例
が
多
い
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
「
日
本
で
は

道
路
予
算
の
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的

に
多
く
、
公
助
が
支
え
る
安
価

な
利
用
し
易
い
公
共
交
通
へ
の

実
現
へ
と
予
算
配
分
を
整
え
て

い
く
べ
き
」
と
予
算
に
係
る
問

題
も
提
起
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
岸
田
文
雄
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、
「
地
域

の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る

公
共
交
通
の
機
能
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
各

交
通
手
段

に
必
要
な

予
算
を
計

上
し
、
地

方
自
治
体

と
連
携
し

て
取
り
組

ん
で
い
る
」

旨
の
答
弁

が
な
さ
れ

た
。

　

続
い
て

に
は
一
時
帰
休
を
継
続
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
公
租
公

課
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
や
国
際
的
な
人
流

の
回
復
が
進
ま
な
い
こ
と
、
中

小
事
業
者
の
資
金
繰
り
が
苦
し

い
こ
と
等
、
依
然
と
し
て
重
い

課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
解
決
に
向
け
て
引
き
続
き

連
携
し
取
り
組
む
こ
と
を
意
思

統
一
し
た
。

や
課
題
認
識
が
、
政
府
や
地
方

行
政
に
お
け
る
政
策
に
反
映
さ

れ
て
き
た
こ
と
の
確
認
を
行
っ

た
。

【
反
映
事
項
は
囲
み
表
参
照
】

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
爆

発
的
感
染
拡
大
（
第
６
波
）
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
も
情
勢

が
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
で
あ

ろ
う
中
、
運
輸
業
で
繁
閑
に
対

応
し
て
要
員
確
保
を
行
う
た
め

の
必
要
性

に
つ
い
て

各
界
に
理

解
を
求
め

て
き
た
。

　

今
会
合

で
は
、
こ

れ
ま
で
３

産
別
が
共

同
行
動
に

よ
っ
て
求

め
て
き
た

要
望
内
容

い
う
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

昨
年
秋
の
３
産
別
共
同
行
動

は
、
10
月
１
日
の
各
省
庁
の
実

務
担
当
者
と
の
意
見
交
換
を
皮

切
り
に
、
10
月
５
日
に
立
憲
民

主
党
の
枝
野
幸
男
代
表（
当
時
）

を
は
じ
め
と
す
る
総
勢
９
人
の

国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
、
10

月
13
日
に
は
国
民
民
主
党
の
玉

木
代
表
、
議
員
懇
の
榛
葉
会
長
、

の
成
果
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

各
産
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
行
い
、
今
後
も

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
と

◇移動や宿泊、飲食店ばかりを悪（リ
スク）とする偏った情報発信の抑制
的な取り扱い
◇「ワクチン・検査パッケージ」の運用
開始
◇公費によるＰＣＲ検査体制の整備が
全国で進んでいること
◇雇用調整助成金の特例措置の延長お
よび財源に対する政府の予算措置
◇「新たなＧｏＴｏトラベル事業」の再
開に向けた新制度の公表　　など

合
同
会
議
を
開
催
し
、
昨
秋
に

３
産
別
が
展
開
し
た
共
同
行
動

　
１
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
サ
ー

ビ
ス
連
合
お
よ
び
航
空
連
合
と

岸
本
周
平
幹
事

を
は
じ
め
と
す

る
総
勢
15
人
の

国
会
議
員
と
の

意
見
交
換
、
さ

ら
に
10
月
22
日

に
経
団
連
と
の

意
見
交
換
を
展

開
し
て
き
た
。

３
産
別
は
産
業

の
窮
状
を
訴
え
、

政
策
要
望
を
伝

え
る
と
と
も
に
、

息
の
長
い
支
援

地域の足となる公共交通の重要性を質す小川衆議
院議員

コロナ禍での公共交通機関の安全を訴える玉木衆
議院議員

３産別共同行動による多くの成果を共有し一層の
連携を意思統一

３産別合同で政党に対し今次取り組みの理解を求めた
（国民民主党）【昨年10月13日】

国交大臣に対する要請行動
持続可能な地域公共交通を
構築するための支援を求める

国交大臣に対する要請行動
持続可能な地域公共交通を
構築するための支援を求める

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
と
と
も
に
支
援
訴
え

数
多
く
の
政
策
反
映
事
項
を
確
認

議
員
懇
・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
が

通
常
国
会
で
質
問

Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
交
通
へ
の
支
援
を
求
め
る

議
員
懇
・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
が

通
常
国
会
で
質
問

Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
交
通
へ
の
支
援
を
求
め
る

政府・地方行政での政策に
反映された事項
政府・地方行政での政策に
反映された事項

３
産
別
共
同
行
動 

  

取
り
組
み
の
継
続
を
意
思
統
一

〜
２
０
２
１
年
秋
の
取
り
組
み
を
ふ
り
か
え
り
〜

３
産
別
共
同
行
動 

  

取
り
組
み
の
継
続
を
意
思
統
一

〜
２
０
２
１
年
秋
の
取
り
組
み
を
ふ
り
か
え
り
〜
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Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
第
31
回
定
期
大
会

将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー
プ
の
創
造
を

北
陸
地
協
第
31
回
幹
事
会

安
全
・
春
季
生
活
闘
争
・
政
策
課
題
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

　
11
月
26
日
、Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
連
合
会
は
、
北
九

州
市
内
に
て
第
31
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
加
盟
組
合
で
労
使

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
、
将
来
に
希
望
が
持

て
る
Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー
プ
の
創

造
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

出
席
し
、
代
表
し
て
政
所
事
務

局
長
が
、
喫
緊
の
政
策
課
題
に

関
す
る
取
り
組
み
や
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
に
対
す
る
考
え

方
等
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
代
議

員
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
と
し

て
の
政
治
へ
の
関
わ
り
方
や
グ

ル
ー
プ
相
互
間
で
の
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

事
務
局
の
答
弁
を
経
て
、
全
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
会
前
段
で
は
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
て
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
が

将
来
に
亘
り
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
就
労
環
境

を
構
築
す
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

新
提
言
「
将
来
を
見
据
え
た
Ｊ

Ｒ
産
業
の
あ
り
方
と
私
た
ち
の

働
き
方
」
に
つ
い
て
学
習
会
を

行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
引

き
続
き
加
盟
組
合
が
一
丸
と
な

り
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
課
題

認
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
た
。

に
関
係
す
る
議
員
と
連
携
し
て

取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
森
安
祐
貴

交
通
政
策
部
長
が
出
席
し
、「
Ｊ

Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
掲
げ
る

健
全
な
労
使
関
係
の
も
と
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
危
機
か
ら
の
回
復

常
時
の
会
社
間
の
情
報
共
有
、

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
に
伴

う
職
場
再
編
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
役

員
選
出
で
は
、
新
体
制
を
確
立

し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
芦
原

秀
己
会
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委
員

長
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

日
夜
業
務
に
精
励
し
て
い
る
組

合
員
に
敬
意
を
表
し
た
う
え
で
、

Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
や
Ｊ
Ｒ
連
合
の

取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後

一
層
の
協
力
・
連
携
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
①

安
全
の
確
立
、
②

組
織
の
強
化
・
拡

大
、
③
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
所
信
を
述

べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
政
所
大
祐
事
務

局
長
と
鎗
光
俊
勝

労
働
政
策
部
長
が

協力・連帯を掲げがんばろうと芦原会長

ＪＲ産業における実態を訴える荻山会長

　

12
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
北
陸

地
方
協
議
会
は
金
沢
市
内
に
て

第
31
回
幹
事
会
を
開
催
し
た
。

本
幹
事
会
は
、
総
会
と
し
て
の

機
能
も
有
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
金

沢
地
本
・
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
新

潟
地
本
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
金

沢
地
本
お
よ
び
各
県
協
の
代
表

を
招
集
の
う
え
、
２
０
２
１
年

度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
沓
掛

勇
介
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
金
沢

地
本
執
行
委
員
長
）
は
、
北
陸

エ
リ
ア
で
発
生
し
た
協
力
会
社

社
員
に
よ
る
痛
ま
し
い
交
通
死

亡
事
故
に
つ
い
て
触
れ
、
改
め

て
安
全
最
優
先
に
取
り
組
む
こ

と
を
要
請
し
た
う
え
で
、
「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
働
く

仲
間
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
べ

く
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
に

臨
む
と
と
も
に
、
越
美
北
線
や

小
浜
線
な
ど
の
地
方
路
線
や
北

陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
に
ま
つ
わ

る
課
題
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
・

政
治
課
題
の
解
決
に
向
け
、
交

運
労
協
お
よ
び
各
県
連
合
並
び

と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
持
続
的

成
長
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事

務
局
か
ら
経
過
報

告
お
よ
び
活
動
方

針
等
が
提
起
さ
れ
、

出
席
し
た
幹
事
か

ら
組
織
課
題
、
異

各機関の奮起を呼びかける沓掛議長

　
12
月
17
日
、Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
連
合
会
は
、
高
松

市
内
に
て
第
27
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
労
使
が
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
安

全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持

て
る
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
の
創

造
に
取
り
組
む
方
針
を
決
定
し

た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
大
谷

清
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
執
行
委
員
長
）

は
、
日
夜
業
務
に
精
励
し
て
い

る
組
合
員
に
敬
意
を
表
し
た
う

え
で
、
①
安
全
の

確
立
、
②
組
織
の

強
化
・
拡
大
、
③

２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
を
は
じ
め

と
す
る
諸
労
働
条

件
の
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ

い
て
所
信
を
述
べ

た
。
さ
ら
に
、
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、
「
苦
し

い
時
こ
そ
労
働
組
合
の
存
在
意

義
が
問
わ
れ
る
。
今
こ
そ
加
盟

組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
の
健
全
な
発
展
と

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

呼
び
か
け
、
今
後
展
開
す
る
諸

活
動
へ
の
よ
り
一
層
の
協
力
・

連
携
を
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長

と
鎗
光
俊
勝
労
働
政
策
部
長
が

出
席
し
、
代
表
し
て
荻
山
会
長

が
挨
拶
を
行
い
、
①
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
政
策
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
、
②
２
０
２

２
春
季
生
活
闘
争
に
対
す
る
Ｊ

Ｒ
連
合
の
考
え
方
、
③
集
団
的

労
使
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
よ
り
提

起
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
代
議

員
か
ら
、
２
０
２
２
春
季
生
活

闘
争
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
と
し
て
の
姿
勢
や

取
り
組
み
、
今
後
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
延
長
に
対

す
る
考
え
方
や
要
望
、
改
正
女

性
活
躍
推
進
法
の
施
行
を
見
据

え
た
女
性
の
就
労
環
境
の
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
事

務
局
か
ら
の
答
弁
を
経
て
、全
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

交
運
労
協
が
実
施
し
た
「
悪

質
ク
レ
ー
ム
（
迷
惑
行
為
）
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
調
査
結
果
が
発

表
さ
れ
、
多
く
の
仲
間
が
利
用

者
か
ら
暴
言
や
悪
質
ク
レ
ー
ム

を
受
け
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

消
費
者
の
不
当
な
要
求
に
よ

り
日
常
業
務
に
支
障
が
生
じ
、

従
事
す
る
労
働
者
に
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
与
え
る
事
例
が
後
を

絶
た
ず
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
に
お
い
て
は
離
職
が
増
加
し
、

接
客
業
が
敬
遠
さ
れ
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
お
い
て
も
、
利
用
者
か

ら
の
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
問
題

意
識
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
制
度
・

政
策
要
求
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
し
か
し
、
迷
惑
行
為
が

減
る
こ
と
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
新
た
な
誹
謗
中
傷
も

発
生
す
る
な
ど
、
キ
ー
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
尊
厳
が
奪
わ
れ
か
ね

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
交
運
労
協

が
本
年
５
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
同
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
の
２
万
９

０
８
人
（
う
ち
、
Ｊ
Ｒ

連
合
は
４
０
１
７
人
）

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

全
体
の
46
・
６
％
が
直

近
２
年
以
内
に
迷
惑
行

様
々
な
悪
質
ク
レ
ー
ム
（
迷
惑

行
為
）
を
受
け
た
と
す
る
実
態

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

交
運
労
協
は
調
査
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
12

月
10
日
に
は
記
者
発
表
会
を
開

催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻

山
会
長
（
交
運
労
協
政
策
委
員

長
）
が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に

お
け
る
実
態
に
つ
い
て
現
場
の

為
に
遭
遇
し
、
そ
の

内
容
は
暴
言
、
威
嚇
・

脅
迫
、
暴
力
行
為
を

は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
誹
謗
中
傷
（
名
札

や
業
務
中
の
様
子
を

無
断
で
撮
影
さ
れ
投

稿
さ
れ
る
等
）な
ど
、

新
た
な
類
型
を
含
む

声
を
訴
え
、
全
国
紙
お
よ
び
地

方
紙
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
悪
質
ク
レ
ー
ム
を
防

止
し
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る

べ
く
、
調
査
結
果
を
社
会
に
広

く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
業
界

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
法
制

化
に
向
け
、
交
運
労
協
等
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　私たちＪＲ西日本中国メンテック労働
組合は、経営基盤の強化と待遇改善を通
じて必要な人財を確保していくことが必
須であるとの課題認識から、人財確保に
向けた待遇改善等を推進していくうえで
の素地を作るため、メンテック各社（岡
山・米子・広島・福岡）が再編されるこ
とを受けて、2021年６月21日に結成しま
した。（右下写真）
　ＪＲ西日本のグループ会社である当社
は、新幹線・在来線の車両清掃や操車・
車両基地内での運転、駅舎・駅ビルの清
掃等のＪＲ関連事業、商業施設・オフィ
ス等の清掃やホテル客室清掃等のビルメ
ンテナンス事業、駐車場・コインロッカー管理
や福岡地下鉄駅業務等の事業を展開して
います。「清掃会社」というくくりではあります
が多岐に渡る様々な業務を行っています。
　組合員数は約800人で、本部と４支部
で構成されています。
　少子高齢化・労働人口の減少が加速す
る中、また新型コロナウィルスの影響に
よる業務量が安定しない状況において、
「清掃会社」の労働力確保は非常なる困

難を極めています。
　そのような状況においても、「中国メ
ンテックに入社して良かった」「定年まで
働きたい」と言われるように、執行部一
丸となり様々な課題に対して労使で真剣
に議論し、解決に向け取り組んでいきます。
　今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますよ
う宜しくお願いします。

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり

ＪＲ西日本中国メンテック労働組合

取り組みへの所信を述べる大谷会長

《
訂
正
と
お
詫
び
》

　

本
紙
第
６
３
５
号
（
１
月
１
日
発
行
）
の
１
面
「
特
別
執
行
委
員
慶
島

譲
治
」
氏
の
お
名
前
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
第
27
回
定
期
大
会

 

健
全
な
発
展
と
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を

悪
質
ク
レ
ー
ム
防
止
で

職
場
環
境
の
改
善
へ

交運労協
調査報告書を公表

Q：直近２年以内に迷惑行為の被 
　　害にあったことがありますか？

調査報告書は、交運
労協ホームページ
〈http://www.koun-
itf.jp/〉で閲覧可能）

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

総回答者数
20,908件

迷惑行為に
あわなかった
11,155
（53.4％）

迷惑行為に
あった
9,753

（46.6％）

迷惑行為に
あわなかった
11,155
（53.4％）

迷惑行為に
あった
9,753

（46.6％）


